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慢性心不全症例13名に対し 1)ibutyrylcyclicAMl'

製剤 LlXTAMl〕)(T)急性軸恥こ一)いて検討した,全例に

SwこIn{;a11Zカ:f---:･--JLを挿入し.1)CAMlJO.1mg:::kg

を60分間点滴静注し,血u三.心拍数,心係数 (CD. 1

回柏.LIJj係数 (Sl)､仝末梢血管航抗 tTSlt),肺動脈旺

(pA),肺動脈搾入.F1-日 PAWl.頚動脈波形より PEP.I:

ET,投与前後で RⅠ心プ-ルシソチをこより産室駆出分

画 (EF)を計測しき変動を観察した,投与後,血圧低

下,心軸数増加,C1増加.ST増加,1､SR減少をムた.
PA,瞭PAW はほぼ不変であったpまた PEP/ET の改

善,EFの増加を認めた.DCAMP は細胞膜を直接通

過 し,cyclicAMP と同様の生物学的活性を有する.

寒剤は心収縮力増強と afterload減少をもたらすため

慢性心不全症例に授与することは臨床上着周であると考

えられた.

4~)慢性心不全患古におけ るザモテ ロ ー ルと

針 ブロッカーの効果の対比

畠野 達郎 凋 二 文明 (語義 姦 策)

- 了 ∴言 j.:I.:

【目的】拡張型心筋症に及はす､β1)drtialagonist

(X江nlOtL,rot(X吊 と.i3-I)locker(Mctopr(1lol(MM

した.【対象】Xが有効であり継続投与r卜ILr=.あ1た NY -

Holter心電図,心.T∴-I,Treこldmill等を施行しその

141

後Xを中If:_した,3fj後Mを開始し,開始5F]後と4A,A

月後に同様のデ一々を記録した.【結果とまとめ】1.

Metoprolol(M)投与一一4FT-月後で,5名車3.名に症状

は増悪し-2名で不変であった.2.f･･Iolt.eI一心電図の最

大心拍数, 1仁ヨ総心拍数はいずれも XamL)terOl(Xl)

る傾向があった.3.M投Lj一線長期的な自慢症状出酎L/,

ずる鰭向があった軌 心エコー所見は不変ないしむしろ

改善傾｢射こあった.4.運動負荷時の心拍数.およびInl圧

傾向が見られなかった.

5)新 しい Inodilatorで卦る Pimobendan

の使用経験
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今晩 慢性心不全の治療薬として強心作周と血管拡張

作用を併せ持1 1nodililtOrである Pimotxllda11(L'人Tr

p)の慢性心不全患者をこ対する使周経験をこついて報告す

る.

冒 8例の慢性心不全患者に対する急性投与では,潤

L'71増加と SBP,PAW,PAP,RAP,SVlそ.TT'R L')

低 卜を示し,CIの増加傾向を認めたが Sl,I)P,AV-

02diffリ PaO2には差を認めなかった.2)4例の慢性

心不全患者iこ対するⅠ〕LT)慢性投Lj'-効果を Wash(1uttest

を用いて評価した.全例.P慢性投lj-i,こより白魔症状LT)

改善を認札 中止により fiR,Slミl),I)I)に変化なく,

PAP,RAP,TPR,AV-i)2diff_は増加させ,CI.SVlt

L'')有意な悪化を認めた.再投J再こより心血行動態の改善

を認めた.i例ではチP慢性投与をこよる親心効果を確認

した.

以 Lより,Pは慢性心不全患者に対し強力な急性血管

拡張作用を示し,慢性投与にても持続効果を認めた.ま

た,慢性投Ejlこより強心効果も期待しうる.


